
      平成30年度

２．場　 所　　　 　　タワー１１１ ３階　スカイホール
３．参加者　　　314 人　　　アンケート回収率 96.8％　　　n=304
４．内　 容

 １．講演「僕がこの一年で知ることができた本当の連盟活動」について
◇選んだ理由

・

・

・

・

・

・

・

◇選んだ理由

・
・
・ 現場の声を届ける必要性を知った。（12人）

・
・

・

・ 一人ひとりの力が大切と解かった。（5人）

３．講演「未来をひらく看護の役割」を聴講してこれからの看護生活の励みになりましたか。
◇選んだ理由
・

・

・

・

・

・

・

・

・ A I・ロボットの導入で本当の看護が出来ればいいと思った。

３　これまでの選挙時の投票行動についてお尋ねします
１）これまで選挙の投票に行きましたか ◇行かなかった理由は

・ あまり興味がなかった。（4人）
・ 他県に住んでいた。（6人）
・ 予定があった。
・ 情報が入って来ない。（2人）
・ 政治がよくわからない。
・ 自分が行ったところで変わらないと思った。
・ 投票したい人がいない。

２） ４　看護職の国会議員を知っていますか(複数回答）
たかがい恵美子参議員議員 26人

石田まさひろ参議院議員 43人

阿部俊子衆議院議員 5人

木村やよい衆議院議員 4人

５、本日の研修会で感じたことや職場の悩み・要望等ご自由にお書き下さい。
・看護と政治のつながりを身近に感じた。（2人）

・今出来ることを一生懸命頑張りたい。（2人） ・選挙に行く。

・看護の職業を選んでよかったと思えるようになりたい。

・病院では聞けない法律や制度、政治について知ることが出来た。

・自分の理想とする看護を大切にして仕事を続けたい。

・政治が自分の生活、人生に身近なものとして感じた。

・看護職代表の国会議員がいることを初めて知った。

・新人は人間関係で悩んでいる。コミュニケーションの研修会希望

・子育て中の時間短縮勤務があればよい。

・石田さんはツイッターでよく知っている。頑張ってほしい。

・自分の看護観を変える上で参考になった。

・自分自身も人として成長したい。

・連盟の活動に関わっていきたい

・患者に寄り添う看護をしていきたい。

・一日の最後は気持ちよく帰りたい。（2人）

法律を改正しないと自分達の働く環境も良くならないと思った。（2人）

２．看護の代表を国会の場へ送ることや投票に行くことの重要性について理解できましたか。

　　　　　　　　　　　新人研修会①　アンケート結果　　　　　　　　

１．日　 時　　平成30年4月22日（日）9：30～12：00　

「僕がこの一年で知ることができた本当の連盟活動」 　 講師　青年部推進委員会委員長　盛田大樹
「未来をひらく看護の役割」　講師    参議院議員　(看護師・保健師）　石田　昌宏　先生

協会と連盟の役割が解かった。（15人）

看護連盟は自分の為の活動だと解かった。（2人）

スライド、DVDが分かり易かった。（21人）

看護連盟の必要性が理解できた。（8人）

めざす看護をする為に視野を広くしたいと思った

さまざまな対策をする為に政治の力が大切と解かった。（6人）

一生かけて成長していきたい。（2人）・将来の課題に向き合っていきたい。

看護の声を届けてもらえる議員を応援したい。

未来を見ながらのモチベーションが上がった。

投票に行く事が大切であると解かった。（23人）

働く環境を改善するには政治が関係あると理解できた（22人）

頑張り続けたいと思った。（3人）　・自己研鑽していきたい。（5人）

看護職の投票率が低い事が解かった。

政治家の活動がわかった

政治家の活動が解かった。（3人）

自分の為ではなく患者の望みに沿った看護をしたい。（4名）

時代の変化にも対応しながら頑張っていきたい。（3人）

今まで考えたことのない視点から話が聞けて興味深かった。

寄り添う看護が大切と解かった。（4人）・これからの制度について知った。

①よく理解できた

149人, 49%②理解できた

146人, 48%

③難しかった 9人, 3%

①よく理解できた

173人, 57%

②ほぼ理解で

きた 127人, 
42%

③難しかった 4人, 
1%

①おおいに励み

になった 127人, 
42%

②励みになった

163人, 54%

③あまり励み

にならなかった

10人, 3%

④未記入

4人, 1%

①投票に行ったこと

がある 266人, 88%

②行ったことがな

い 38人, 12%

①期日前 141
人, 53%

②投票日 114人, 
43%

③未記入 11人, 4%
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